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初めに 
この章では、電力解析ソフトウェアのインストール方

法と、接続したプローブの GDS-3000 シリーズでのス

キュー補正方法を説明しています。 

 

 
 

オプションソフトウェアのアクティブ化.......................................................5

デスキューの設定............................................................................................7
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オプションソフトウェアのアクティブ化 
 

背景 GDS-3000 シリーズには、オプションソフトウエアが用

意されています。本書では、電力解析ソフトウェア(13 

ページ)について説明しまます。  

ソフトウェアをアクティブにするにはアクティベーション

キーが必要です。 

新のオプションソフトウェアパッケージに関する情報

は、弊社 web サイト www.instek.co.jp を参照してくださ

い。 

アクティベーショ

ンキーのファイル

名  

電力解析アクティ

ベーションキー 

XX.LIS 

ステップ 1. アクティベーションキーをルートディレ

クトリに置いた USB スティックを、前

面パネルの USB ポートに挿入しま

す。 

 

 2. Utility キーを押します。 

 

 3. 下部のメニューから ファイル操作 を

押します。  

 4. ファイルシステムが表示されます。  
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5. VARIABLE ツマミおよび Select キーを使用し、USB 

のルートディレクトリからアクティベーションキー

（XX.LIS）を選択します。  

継続を促す表示が出たら、Select キーを再度押し

ます。 

  
ファイル XX.LIS 

アクティベーショ

ンキーの確定 

フロントパネルの Test キー、下部のメニ

ューから 電力解析 を押して電力解析の

アクティベーションが機能しているか確認

してください。 
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スキュー補正の設定 
スキュー補正機能は、オシロスコープとプローブ間の伝搬遅延を補正す

るために使用します。 

電力測定では、電圧プローブと電流プローブを常に使用し、その伝播特

性が異なるため、この補正は重要です。 
 

背景 スキュー補正機能により、電圧および電流プローブ間

の時間遅延を一致させることが可能となります。  

パネル操作 1. チャンネルの設定を電圧プローブと

し、他のチャンネルを電流プローブに

設定してください。  

ユーザーマ

ニュアルを

参照してくだ

さい。 

2. 電圧または電流プローブとして設定さ

れたチャンネルキーの 1 つを押しま

す。 
 

3. 下部のメニューから プローブ を押し

ます。   

 

4. サイドメニューの スキュー補正 を押

し、VARIABLE ツマミを使用してスキ

ュー補正時間を設定します。  

または、0s に設定 を押してスキュー

補正時間を 0 秒にリセットします。 

通常、両方のチャンネルは共通エッ

ジと適合します。 

 

  設定範囲 -50ns～50ns、10ps ステップ  

 5. 必要であれば、他のチャンネルにもこの手順を繰り

返します。 
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例 
デスキュー前 

 

デスキュー後 
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クイックリファレンス 
この章では、電力解析のメニューツリーについて説

明します。 これらを手引きとして使用すると、機能を

素早く使用できます。  

 
 

メニューツリー/操作のショートカット...................................................... 10

Test キー – 電力解析 - 電力特性.................................. 10 
Test キー – 電力解析 - 高調波 (なし) .......................... 10 
Test キー – 電力解析 - 高調波 (IEC) ........................... 11 
Test キー – 電力解析 - リップル..................................... 11 
Test キー – 電力解析 - 突入............................................ 12 
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メニューツリー/操作のショートカット 

Test キー – 電力解析 - 電力特性 

 

Define Inputs
Meas.

Display
Frequency 
Reference

Reference 
Levels GatingPower Quality

Voltage
CurrentCH1~CH4

Ref1~Ref4

Voltage

CH1~CH4
Ref1~Ref4

Current

Turn Off
All Meas.

Normal

Inrush

Ballast

Turn On All
Meas.

Screen

Off
(Full Record)

Between
Cursors

 

Test キー – 電力解析 - 高調波 (なし) 
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Test キー – 電力解析 - 高調波 (IEC) 

 

DisplayDefine Inputs Test to Standard IEC Setup
Save
Meas.

File
Harmonics

Graph
Table

None
IEC 61000-3-2CH1~CH4

Ref1~Ref4

Voltage

All
Odd
Even

1~40
Select

50Hz
60Hz

Line Frequency

0~XX
Class C Power Factor

0~10 seconds
Observation Period

Set to IEC 
Defaults

Set Scale & Record 
Length for Obs. 

Period

More
A
B

C(Table 1)
C(Table 2)
C(Table 3)

D

Device Class

0~XX
Class C Current

0~100W
C(3) & D Input Power

More

On
Off

Filter (1.5s)

On
Off

Grouping

5%~40%
Hysteresis

 

Test キー – 電力解析 - リップル 

 

Set
Offset
To 0V

Define Inputs Source
Do

Vertical
Autoset

Ripple

V
ICH1~CH4

Ref1~Ref4

Voltage

CH1~CH4
Ref1~Ref4

Current
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Test キー – 電力解析 - 突入電流 
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測定 
 

 
電力解析........................................................................................................ 14 

電力解析の概要...................................................................... 14 
電源特性........................................................................................................ 15 

電力特性のパラメータ概観................................................. 15 
電力特性測定の使用............................................................ 16 

高調波(こうしゅうは) .................................................................................. 20 
高調波パラメータの概観...................................................... 20 
高調波入力の定義................................................................. 21 
高調波規格測定の選択....................................................... 25 
高調波の設定 - デフォルト (なし).................................... 25 
高調波設定 - IEC................................................................... 26 
高調波の表示オプション...................................................... 29 
高調波測定の保存................................................................. 30 

リップル........................................................................................................... 32 
リップル測定の使用............................................................... 32 

突入.................................................................................................................. 35 
突入電流測定の使用............................................................ 35 
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電力解析 
電力解析ソフトウェアを使用すると、電力測定、高調波、リップルおよび

突入電流など、多くの高度な測定を自動的に測定できます。 

電力解析ソフトウェアは、オプションソフトウェアのモジュールです。 

オプションのソフトウェアモジュールをインストールするには、5 ページを

参照してください。 

電力解析の概要 
 

電力特性 電力特性では、電圧および電流測定からの信号の電

力を測定します。  

高調波 高調波機能では、信号の高調波が 大 400 次の高調

波で表示されます。 高調波テストはユーザー定義が

可能で、IEC 61000-3-2 などの共通高調波規格もテス

トできます。  

リップル リップル機能では、波形のリップルおよびノイズを自動

的に計算します。  

突入電流 突入機能では第 1 ピークおよび第 2 ピークの突入電

流を自動的に計算します。 
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電源特性  

電力特性のパラメータ概観 
 

 以下のパラメータすべては電力特性測定に使用され

ます。 

  測定 測定グループ 

   ノーマル 突入 バラスト

  電圧 実効値     

  電流 実効値     

  真の電力     

  皮相電力     

  無効電力     

  周波数     

  力率     

  位相角    

  電圧クレストファク
タ 

    

  電流クレストファク
タ 

    

  (+) 電圧ピーク     

  (-) 電圧ピーク     

  (+) 電流ピーク     

  (-) 電流ピーク     

  DC 電圧     

  DC 電流     

  インピーダンス    

  抵抗    

  リアクタンス    
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電力特性測定の使用 
 

背景 一般的な電力測定では、1 チャンネルで差動プローブ

を使用して電圧測定をし、他のチャンネルで電流プロ

ーブを使用し電流測定を行います。  

以下の例では、AC 電源装置の電力特性が測定され

ます。  

 WARNING 
電圧がかかり電流が流れている測定物を使用する場

合、安全な作業手順に従っていることを確認してくださ

い。感電または生命に危険が生じる可能性がありま

す。  

接続 
 

� �N

L

G

POSITION POSITION POSITION

POSITION

W

W

LEVEL

POSITION

W

W

W

W

W

W

2V

Window

Split

R

B1

CAT

M W 15pF

300Vpk  MAX.

1

5 Vrms  MAX.

W50 W75&

CAT

M W 15pF

300Vpk  MAX.

1

5 Vrms  MAX.

W50 W75&

M

B2

MAT H

REF

BUS

Off

Menu

Print

Save

Digital  Storage  OscilloscopeGDS-3354 350 MHz   5 GS/s

Visual Persistence Oscilloscope

差動プローブ：ラインおよびニュートラル。 

電流プローブ： ライン。 

設定 1. 電流および電圧プローブのデスキュ

ー 

7 ページ 

 2. 電源を AC 電源からはずし、差動電圧プローブをラ

インおよびニュートラルワイヤに、電流プローブをラ

インワイヤに接続します。 

 3. 差動プローブおよび電流プローブを入力チャンネ

ルに接続します。 

 4. 差動プローブを接続したチャンネルを以下の設定

に構成します。 

  プローブ 電圧 
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  減衰 プローブ設定の整合 

  カップリング DC 

  インピーダン

ス 

プローブ出力の整合 (通常は 1MΩ)  

 5. 電流プローブを接続したチャンネルを以下の設定

に構成します。 

  プローブ 電流 

  減衰 適切に (通常は x10 ) 

  カップリング DC 

  インピーダン

ス 

プローブの整合 (通常は 1MΩ) 

 6. 接続して構成後、AC 電源を接続してスイッチを入

れます。 

パネル操作 1. フロントパネルの Test キーを押しま

す。  

 2. 下部のメニューから Power Analysis 
を押します。  

 3. 下部のメニューから Power Quality を

押します。  
 

 4. 電力特性の自動測定が表示されます (デフォルト

設定用)。 
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 5. 下部メニューから Define Inputs を押

します。 

 

 

6. サイドメニューから Voltage 入力 (差

分電圧ソース) を選択します。   

  レンジ CH1～4 

 7. サイドメニューから Current 入力 (電

流プローブソース) を選択します。  

  レンジ CH1～4 

 
8. Meas. Display を押します。 

 9. サイドメニューから、表示する自動測定のタイプを

選択します。  

  レンジ すべての測定をオフ 

   ノーマル 

   突入(突入) 

   バラスト 

   すべての測定をオン 
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10. 下部のメニューから Frequency 

Reference を押します。  

 11. Voltage または Current を周波数基

準として選択します。  

 

  レンジ 電圧、電流 

ゲート 測定範囲を設定するには、下部のメニュ

ーから Gating を押し、サイドメニューから 

Gating モードを選択します。 詳細はユー

ザーマニュアルを参照してください。 

 

  ゲート オフ (完全な記録)、画面、カーソル間
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高調波(こうしゅうは) 

高調波パラメータの概観 
 

 以下のパラメータすべては高調波測定に使用されま

す。 

  測定 なし IEC 61000-3-2 * 

  周波数 (Hz)   すべてのクラス

  等級 (%)   すべてのクラス

  等級 RMS (A)   すべてのクラス

  位相 (˚)   

  上限 (A)   A、B C.1、C.3、D

  上限 (%)   Cs.2 

  合否   すべてのクラス

  
すべてのウィンド
ウ 大化 (A)   すべてのクラス

  200% 上限   すべてのクラス

  POHC 上限   すべてのクラス

  THD-F   すべてのクラス

  THD-R   

  RMS   すべてのクラス

  全体   すべてのクラス

  POHC   すべてのクラス

  POHL   すべてのクラス

  入力電力   C.3、D 

  力率   C.1、C.2、C.3 

  基本電流   C.1、C.2、C.3 

  高調波 3   C.3 
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  高調波 5   C.3 

 *A、B、C.1、C.2、C.3、D はクラス A、クラス B、クラス C 

(表 1)、クラス C (表 2)、クラス C (表 3)、クラス D 
 

高調波入力の定義 
 

背景 電流および電圧入力は高調波測定用に定義する必要

があります。  

背景 高調波測定では、1 つのチャンネルで差動プローブを

使用した電圧測定をし、他のチャンネルで電流プロー

ブを使用した電流測定を行います。  

以下の例では、AC 電源の調和性を測定します。  

 WARNING
電流が流れている電圧を使用する場合、安全な作業

手順に従うことを確認してください。 そうしなければ電

気ショックまたは生命の危険が生じるかもしれません。  
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接続 
 

電源N
L

G

差動プローブ

VOLTS/DIV VOLTS/DIV VOLTS/DIV VOLTS/DIV

POSITI ON POSITI ON POSITI ON

TIME/DIV

POSITI ON

HORIZONTA LVARIABLE

ΩACBW50Ω75
V ERTICA L

LEVEL

POSITI ON

TRI G GE R

ΩACBW50Ω75 ΩACBW50Ω75 ΩACBW50Ω75

CH4CH3CH2CH1EXT TRIG
P OWER 2V

Window
SplitSelect Zoom

CH1 CH2 CH3 CH4

R

B1

Measure Cursor

Display Help

Test

Save/Recall Utility

Menu

50%

Force-Trig

Autoset

Single

Run/Stop

Setup

Auto-Range

DefaultAcquire

CAT
MΩ 15pF300VpkMAX.15VrmsMAX.Ω50Ω75& CAT

MΩ 15pF300VpkMAX.15VrmsMAX.Ω50Ω75&

M

B2

MATH

REF

BUS

Off
Menu

Print

Save

DigitalStorageOscilloscopeGDS-3354 350MHz 5GS/s VisualPersistenceOscilloscope

電流プローブ

 

差動プローブ：ラインおよびニュートラル。 

電流プローブ： ライン。 

設定 1. 電流および電圧プローブのデスキュ

ー 

7 ページ 

 2. 電源を AC 電源からはずし、差動電圧プローブをラ

インおよびニュートラルワイヤに、電流プローブをラ

インワイヤに接続します。 

 3. 差動プローブおよび電流プローブを入力チャンネ

ルに接続します。 

 4. 差動プローブを接続したチャンネルを以下の設定

に構成します。 

  プローブ 電圧 

  減衰 プローブ設定の整合 

  カップリング DC 

  インピーダン

ス 

プローブ出力の整合 (通常は 1MΩ) 
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 5. 電流プローブを接続したチャンネルを以下の設定

に構成します。 

  プローブ 電流 

  減衰 適切に (通常は x10 ) 

  カップリング DC 

  インピーダン

ス 

プローブの整合 (通常は 1MΩ) 

 6. 接続して構成後、AC 電源を接続してスイッチを入

れます。 

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 

 2. 下部のメニューから Power Analysis 
を押します。   

 3. サイドメニューから Harmonics を押し

ます。  
 

 4. 高調波の自動測定が表示されます (デフォルト設

定使用時)。 

例  IEC 61000-3-2 
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 5. 下部メニューから Define Inputs を押

します。 

 6. サイドメニューから Voltage 入力 (ソ

ース) を選択します。  

  レンジ CH1～4 

 7. サイドメニューから Current 入力 (ソ

ース) を選択します。  

  レンジ CH1～4 
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高調波規格測定の選択 
 

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 

 2. 下部のメニューから Power Analysis 
を押します。   

 3. サイドメニューから Harmonics を押し

ます。  
 

 4. 下部メニューから Test to Standard 

を押します。  

 5. サイドメニューから目的とする測定標

準を選択します。  

 

  規格 なし、IEC 61000-3-2 

高調波の設定 - デフォルト (なし) 
 

背景 設定メニューは選択した測定標準により全く異なりま

す。 測定標準を選択していない場合、デフォルトの高

調波設定が使用されます。 

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 

 2. 下部のメニューから Power Analysis 
を押します。   

 3. サイドメニューから Harmonics を押し

ます。  
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 4. 下部メニューから Setup を押します。

 5. サイドメニューから Number of 
Harmonics を設定します。  

  範囲 20～400 次 

 6. Harmonics Source を選択します。  

  ソース V、I  

 7. Frequency Reference を設定します。 

  リファレンス 電圧、電流、高調波ソース、固定 

 8. 周波数参照に固定を設定した場合、

Fixed Reference 周波数を設定しま

す。  

  参照 10Hz～400Hz 

高調波設定 - IEC 
 

背景 以下の設定メニューは IEC を測定標準に選択した場

合にのみ使用できます。 詳細は、25 ページを参照し

てください。 

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 2. 下部のメニューから Power Analysis 
を押します。  
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 3. サイドメニューから Harmonics を押し

ます。  
 

 4. 下部メニューから Setup を押します。

 

 5. サイドメニューから Line Frequency を

選択します。  
 

  レンジ 50、60 Hz 

 6. Observation Period を選択します。 

 

  時間 200ms～ 150 秒 

デフォルト設定 Set to IEC Defaults を押して IEC デフォ

ルト設定を設定します。 
 

  デフォルト 観察期間。 10s 

グループ化 オン 

フィルタ オン 

デバイスクラス IEC 標準には 4 つのデバイスクラスを選択できます。  

 1. 設定のサイドメニューから more を押

します。  
 

 2. サイドメニューから Device Class を選

択します。  
 

  クラス A、B、C(表 1)、C(表 2)、C(表 3)、D 

 3. クラス C のデバイス用に、Power 
Factor および Current を選択しま

す。  
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 力率 0.00～1.00 

 電流 100mA～16.0A 

 4. クラス C(表 3) およびクラス D のデ

バイス用に、Input Power を選択しま

す。  

  電力 0～600 W、増分 10W 

フィルタ、グルー

プ化およびヒステ

リシス 

フィルタ機能により 1.5 秒の平滑化フィルタ機能が適

用されます。 グループ化機能により、相互高調波測定

がグループ化されます。  

 1. サイドメニューから more（次へ） を 2 

回押します。  

フィルタ 2. Filter を押し、1.5 秒のフィルタ時間の

オンとオフを切替えます。  

  フィルタ オン、オフ 

3. Grouping を押してグループ化のオン

とオフを切替えます。  

グループ化 

 グループ

化 

オン、オフ 
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高調波の表示オプション 
 

背景 高調波測定はグラフまたは表のフォーマットで画面に

表示できます。 グラフのフォーマットでは、高調波を測

定ごとに選択する必要があります。 

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 

 2. 下部のメニューから Power Analysis 
を押します。   

 3. サイドメニューから Harmonics を押し

ます。  
 

 4. 下部メニューから Display を押しま

す。  

5. 高調波測定をグラフまたは表のどち

らで表示するか選択します。  

 

 レンジ 表、グラフ 

 

 6. 表示する高調波を、All、Odd または 

Even 間で切替えます。  
 

  高調波 すべて、奇数、偶数 
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 7. Select を押し、表示する高調波測定

またはナビゲートする高調波リストを 

VARIABLE ツマミで選択します。 

  選択 1～ 測定結果数 

表の例  

 

グラフの例  

 

高調波測定の保存 
 

背景 高調波測定すべては内部または USB に保存可能で

す。 ファイルは .CSV として保存されます。  

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 2. 下部のメニューから Power Analysis 
を押します。  
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 3. サイドメニューから Harmonics を押し

ます。  
 

 4. Save Meas. To File を下部のメニュー

から押します。  

ファイルタイプ 保存される各測定は、指定した USB ファイルパスに 

HarmXXXX.CSV として保存されます。 各ファイルは 

0000 から 9999 まで順番に番号が付けられます。例え

ば 初のファイルは Harm0000.CSV、次のファイルは 

Harm0001.CSV になります。 

データ  保存されるデータは Test to Standard の設定が 

None または IEC 61000-2-3 であるかによって異なり

ます。 詳細は、20 ページを参照してください。 

例 以下に、保存される高調波データの例を示します。 
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リップル 

リップル測定の使用 
 

背景 リップル機能により、容易に電源リップルの測定が可

能です。 この機能では、AC 成分を DC 波形から分離

することで、自動垂直スケーリングの垂直測定分解能

を 大にできます。  

 WARNING 
電流が流れている電圧を使用する場合、安全な作業

手順に従うことを確認してください。 そうしなければ電

気ショックまたは生命の危険が生じるかもしれません。 

接続 
 

差動プローブ 正極および負極。 

設定 1. 電源の接続をはずし、電圧差動プローブを正極お

よび負極の出力端子に接続します。 

 2. 差動プローブを入力チャンネルに接続します。 

 3. 差動プローブを接続したチャンネルを以下のように

設定します。 

  プローブタイプ 電圧 

  減衰率 差動プローブの設定に整合 

  結合 DC 

  インピーダンス プローブ出力の整合 (通常は 1MΩ) 
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 4. 接続して上記設定後、被測定電源を接続しスイッチ

を入れます。 

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 

 2. 下部のメニューから 電力解析 を押し

ます。   

 3. サイドメニューから R リップル を押し

ます。  
 

 4. リップルの自動測定が表示されます (デフォルト設

定使用時)。 

例  

 

 5. 下部メニューから Define Inputs を押

します。  

 6. サイドメニューから Voltage 入力 (ソ

ース) を選択します。  
 

  レンジ CH1～4 

 7. サイドメニューから Current 入力 (ソ

ース) を選択します。  
 

  レンジ CH1～4 
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8. 下部のメニューから Source を押して

リップルソースタイプを切替えます。 

  ソース V、I 

 
9. 垂直スケールを自動的に設定するに

は、Do Vertical Autoset を押します。 

これにより DC 成分が補正され、リッ

プル測定を も正確に実行できます。 
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突入 

突入電流測定の使用 
 

背景 GDS-3000 では電源を 初に入れた時に生成される突

入電流を素早く測定できます。 突入機能では 初およ

び次のピークを測定できます。 

WARNING 
電流が流れている電圧を使用する場合、安全な作業手

順に従うことを確認してください。 そうしなければ電気シ

ョックまたは生命の危険が生じるかもしれません。  

接続 
 

 

電流プローブ: ライン 

設定 1. 電源の接続をはずし、電流プローブを電流が流れる

配線に接続します。 

 2. 電流プローブを入力チャンネルに接続します。 

 3. 電流プローブを接続したチャンネルを以下の設定に

構成します。 

  プローブ 電流 

  減衰 適切に (通常は x10 ) 

  カップリング DC 

  インピーダンス プローブの整合 (通常は 1MΩ) 
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 4. 接続して構成後、電源を接続してスイッチを入れま

す。 

パネル操作 1. Test キーを押します。 

 2. 下部のメニューから Power Analysis を

押します。  

 3. サイドメニューから Inrush Current を押

します。  

 4. 突入電流用の自動測定が表示され、 初および次

の突入電流のピークが測定されます。 (デフォルト設

定) 

例  

 

 5. 下部メニューから Define Inputs を押し

ます。 

 6. サイドメニューから Current 入力 (ソー

ス) を選択します。  

  レンジ CH1～4、Ref1～4 
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 注意 

突入電流を効果的に測定するには、オシロスコープを 

シングルモードで使用して発生した突入電流を捕捉しま

す。 

 電圧源は突入電流用に選択できません。 
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